
選択科目    

技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ｒ6 Ⅰ－2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

１ . 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

( １ ) デ ジ タ ル 技 術 者 の 確 保  

 我 々 は 、 災 害 に 対 し ハ ー ド ・ ソ フ ト 両 側 面 で 様 々 な

取 り 組 み を 行 っ て き た 。 し か し 、 激 甚 化 ・ 頻 発 化 す る

自 然 災 害 に 対 し 、 限 ら れ た 人 材 で 防 災 対 策 を 行 う に は

① 従 来 の 対 応 の み で は 限 界 が あ る 。 こ の よ う な 状 況 の

中 、 防 災 機 能 の 向 上 ② や 省 力 化 を 実 現 す る I C T 技 術 の

活 用 が 求 め ら れ て い る 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 、

デ ジ タ ル 技 術 者 の 確 保 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ２ ） デ ー タ ベ ー ス の 情 報 管 理  

 デ ジ タ ル 技 術 は 急 速 に 発 展 し 、 防 災 ③ の 手 段 と し て

期 待 さ れ て い る 。 し か し 、 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト の 違

い や 、 膨 大 な デ ー タ の 無 秩 序 な 管 理 が デ ジ タ ル 技 術 活

用 の 障 害 と な っ て い る 。 様 々 な セ ン サ ー や 監 視 シ ス テ

ム か ら 得 ら れ る デ ー タ を 効 果 的 に 利 用 す る た め に は 、

こ れ ら デ ー タ の 規 格 統 一 や 、 ユ ー ザ ビ リ テ ィ の 向 上 と

い っ た 環 境 整 備 が 必 要 で あ る 。 よ っ て 、 利 用 面 の 観 点

か ら 、 デ ー タ ベ ー ス の 情 報 管 理 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） 迅 速 な 情 報 収 集 と 活 用  

 ス マ ホ 等 の 普 及 に よ り 様 々 な 情 報 収 集 を 簡 単 に 行 え

③ ①と同様。 

① 行うのは防災対策ではなく、復旧・復興です。 

② ①と同様。 



令和 6年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

る 。 し か し 、 災 害 時 は 、 避 難 情 報 や 被 害 状 況 の 収 集 が

困 難 に な る ④ 。 情 報 が な い 場 合 、 二 次 災 害 に 合 う ⑤ 。

災 害 情 報 を 正 確 に 提 供 し 適 切 な 避 難 行 動 を 促 す た め に

は 、 迅 速 な 情 報 収 集 ⑥ が 必 要 で あ る 。 よ っ て 、 技 術 面

の 観 点 か ら 、 災 害 時 の 迅 速 な 情 報 収 集 と 活 用 ⑦ が 課 題

で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 災 害 時 の 迅 速 で 正 確 な 対 応 は 、 国 民 の 安 全 確 保 に 直

結 す る こ と か ら 「 災 害 時 の 迅 速 な 情 報 収 集 と 活 用 」 を

最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 す る 。 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

（ １ ） ド ロ ー ン ・ 衛 星 等 の 活 用  

 被 害 状 況 の 把 握 を 行 う た め 、 新 型 ド ロ ー ン （ V T O L ）

等 を 活 用 す る 。 V T O L は 高 速 巡 行 に よ っ て 速 や か に 現

④ なぜ情報収集が困難になるのか分かりません。通信インフラが被害を受けるといった状況説明が

必要です。 

⑤ これも同じですね。なぜ２次被害にあうのか分かりません。 

⑥ 冒頭に災害情報を提供とありますが、提供する情報と収集する情報は異なると思います。これは

何の情報ですか。 

⑦ ⑥と同様何の情報なのか判然としません。また、「活用」については、背景で触れられておら

ず、何を指しているのか分かりません。さらに、最大の懸念事項は、避難行動を促すための情報

収集は、復旧・復興に関係ないように思います。 

※ 課題は、すべて防災・減災に関するものになっています。題意は、復旧・復興です。論点を外し

ているように見えます。単純に、防災という視点を復旧・復興に置き換えれば良かったのではない

でしょうか。 
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場 に 到 着 で き る う え 、 垂 直 飛 行 も 可 能 で あ る た め 、 迅

速 か つ 安 定 し た デ ー タ 収 集 が で き る 。 ま た 、 昼 夜 問 わ

ず 、 天 候 に 影 響 を 受 け な い 衛 星 の 光 学 レ ー ダ ー と 地 上

レ ー ダ ー を 活 用 し 、 災 害 地 域 の 状 況 を 観 測 す る 。 そ の

他 、 地 上 の 通 信 イ ン フ ラ が 被 災 し た 場 合 で も 、 衛 星 通

信 を 使 用 す る こ と で 災 害 時 で も 安 定 し た 通 信 を 行 う こ

と が で き る 。  

 

（ ２ ） B I M / C I M の 活 用  

 被 災 時 に お け る 業 務 の 効 率 化 を 図 る た め 、 調 査 ・ 設

計 か ら 維 持 管 理 ま で の 全 行 程 で B I M / C I M を 導 入 し 、 ３

次 元 デ ー タ を 共 有 す る 。 例 え ば 、 落 橋 し た 場 合 、 ド ロ

ー ン 等 で 収 集 し た 点 群 デ ー タ を B I M / C I M に 反 映 し 、 被

害 状 況 を 3 次 元 で 把 握 す る 。 点 群 デ ー タ は リ ア ル タ イ

ム で 共 有 で き 、 ３ 次 元 化 に よ り 施 工 条 件 が 速 や か に 整

理 で き る 。 こ れ ら の 情 報 を 用 い 、 関 係 者 間 で 多 角 的 に

対 策 を 検 討 す る こ と で 、 迅 速 か つ 的 確 な 災 害 対 応 を 実

現 す る 。 ま た 、 早 急 な 復 旧 を 行 う た め 、 被 災 状 況 を 共

有 す る バ ー チ ャ ル ツ ア ー を 用 い て 災 害 査 定 を 実 施 す る 。  

 

（ ３ ） 国 土 交 通 デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 活 用  

 関 係 者 間 で の 情 報 共 有 と 被 害 予 測 を 可 能 に す る 国 土

交 通 デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 活 用 す る 。 例 え ば 、 統

※ これも、復旧・復興に関連する行動になっています。 

※ 課題は、論点がズレているものの、この解決策は復旧・復興に関連するものと考えられます。 
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合 災 害 情 報 シ ス テ ム ( D i M A P S ) で 、 平 時 に 集 積 し た 地 形

情 報 等 に 加 え 、 災 害 発 生 時 の ド ロ ー ン の 点 群 や 映 像 で

ー た 、 気 象 情 報 、 道 路 交 通 情 報 等 の 災 害 情 報 を 重 ね て

W e b で 表 示 す る 。 被 害 状 況 と そ の 影 響 を 迅 速 に 把 握 、

共 有 す る 。 ま た 、 水 害 時 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と し て 、

デ ジ タ ル ツ イ ン に よ り 周 辺 へ の 被 害 を 予 測 し 、 住 民 へ

避 難 を 促 す こ と で 二 次 災 害 を 防 止 す る ⑧ 。  

 

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

 上 記 の 解 決 策 で は 、 衛 星 や ド ロ ー ン に よ る 点 群 や 映

像 取 得 ・ 解 析 で デ ジ タ ル デ ー タ 利 用 が 増 加 す る 。 そ の

た め 、 ハ ッ キ ン グ や マ ル ウ ェ ア な ど の サ イ バ ー 攻 撃 の

リ ス ク が 高 く な る 。 多 く の デ ー タ に 問 題 が 生 じ た 場 合 、

迅 速 な 対 応 が 出 来 な く な る こ と が 懸 念 さ れ る 。 対 応 策

と し て は 、 デ ジ タ ル デ ー タ に は 、 V P N 接 続 や フ ァ イ ア

ウ ォ ー ル 、 電 磁 シ ー ル ド な ど の 多 重 防 御 を 実 施 す る 。

ま た 、 B C P （ 事 業 継 続 計 画 ） に シ ス テ ム エ ラ ー 項 目 を

加 え 、 サ イ バ ー 攻 撃 へ の 対 応 を 行 う 。  

４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。  － 以 上 －  

⑧ この部分は、二次災害の防止となっており、復旧・復興に関する行動なのか疑義があります。 


